
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 
４月２５日、ＪＲ福知山線脱線事故から１９年を迎えました。 

今職場では、安全を軽視する企業体質が様々な形で現れ

ており、懲罰的日勤教育やパワハラなどがおこなわれている

実態も明らかになっています。 

ＪＲ総連は、ＪＲ福知山線脱線事故の教訓を再確認し、一

切の懲罰的日勤教育やパワハラを許さず、「責任追及から

原因究明へ」の安全哲学の再確立と、「安全で安心して利用

できる鉄道」をめざして、組合員とともに取り組みを進めてい

きます！ 

ＪＲ総連通信 
２０２４年４月２６日 №１７４４ 

 
  

全日本鉄道労働組合総連合会（ＪＲ総連） http://www.jr-souren.com 

ＪＲ福知山線脱線事故から１９年 

JR西労本部は「なぜ不安全な企業体質は 

一新されないのか」を検証する集会を開催 JR西労各分会は様々な街頭行動に取り組んだ 


